
宮古島市立教育研究所 所長 島袋正彦

平成１８年４月３日，宮古島教育関係者の２４年来の夢が叶い，本研究所が開所いたし

ました。

本研究所の方針としては，生涯学習の視点に立って，学校教育，社会教育，家庭教育の

直面している課題を積極的に取り上げ，教育実践に結びついた教育活動の推進に寄与する

ところにあります。

開所一年目（平成１８年度）の事業として，長期研修（六か月）事業・教育相談事業・

適応指導教室運営事業を挙げることができます。

長期研修事業では，開所から六か月間の準備期間を経て，昨年１０月２日関係者の皆様

方の支えにより，長期研修事業のスターをきることができました。そして，研修に必要な

設備等が満足に整わない状況下でありましたが，３月には，第一期研究教員（二人）の報

告集録の作成・成果報告会の実施・修了認定式等無事行うことができました。

研究教員お二人は学校現場に戻りましても，本研究所での研究をさらに継続発展させて

くれるものと確信しております。

また，作成しました研究報告集録は，各学校現場の実践におかれましてお役に立ててい

ただけるものと期待しております。

適応指導教室「まてぃだ教室」の運営におきましては，年度途中（８月）に他の場所か

ら移転したことで，利用する子どもたちへの心配もありましたが，適応指導教室担当の先

生方，関係者の皆様方の温かい支援により，３名の子どもたちを学校へ復帰させることが

できました。

また，教育相談事業に関しましても，１

月に本教育研究所と同建物内に移転が行わ

れ，本研究所の運営が，ここ下地庁舎を中

心に本格的に行われつつあります。

今後は，施設内の旧議場の有効な活用，

図書資料室の充実，各関係機関との連携を

通して，研究所運営の充実に努めていきた

いと考えております。

今後とも，本研究所の事業に，ご理解と

。ご指導を賜りますようお願い申し上げます

第１号 2007年３月発行

発行人：島袋正彦

発行所：宮古島市立教育研究所

906- 0392住 所：〒

472- 39沖縄県宮古島市下地字上地

電 話：( )７６－６４００0980

ＦＡＸ：( )７６－６１５４0980





研究生活をふりかえって

平成 年度後期（第 期）研究教員18 1

宮古島市立平良第一小学校

養護教諭 乾 麗子

養護教諭の仕事について 年が経ちました。日々の職務の中で、けがの手当は少なくな29

り、心のケアーを必要とする児童が増えてきている現状があります。前々から教育相談に

ついて深く学びたいと思っていた矢先、宮古島教育界の悲願であった宮古島市立教育研究

所が開所し、第一期生を募集していると知った私は、迷わずに研修の応募をしました。

念願かなって、第一期生として「教育相談について」研究できとても幸せでした。月日の

経つのは早いもので、あれから６カ月が経ちました。

さて、これから私の半年間の研究生活のアルバムを開いてみたいと思います。平成 年18

月 日(月曜日）午後 ： 、全身に心臓があるかと思うぐらいにドキドキして臨んだ入10 2 2 00

所式、そうそうたる参加者の前で緊張のあまり研究生としてのやる気を、うまく伝えるこ

とができず、入所式終了後落ち込んでいたことが昨日のことのように、鮮明に思い出され

ます。

しかし、研究所の本村幸雄指導主事や平良吉嗣指導主事の優しい心配りで、徐々に緊張

感もとれ、研究生活を「心地よい緊張感 「ちょっとしたプレッシャー」を感じながら進め」

ることができました。ありがとうございました。

前半の ヶ月間はちょっと余裕があり、笑顔も絶えませんでした。もちろん、研究テー3

マ設定や研究構想図の検討会にたどり着くまでは相当悩みましたが・・・。後半の ヶ月3

は、すてきな与那覇湾の風景に目を向けることもなく、本当に昼夜を問わずパソコンとに

らめっこ状態で、一生懸命に頑張りました。ちゃんと計画通りに進めたつもりでしたが・

・・でも、それはそれで良かったと思っております。これらのことが、研究の成果につな

がったと思っております。

また、もう一つの成果として、研究生活を支えて下さった皆様方との出会いです。同じ

屋根の下で共に暮らした皆さんとの間に確実に芽生えた「愛情は」は生涯忘れることので

きない宝物となりました。研究所の所長を始め、職員の皆様、知の側面、心の側面からの

惜しみない支えをありがとうございました。

また、この成果を得ることができたのも、宮古島の教育界の長年の夢であった宮古島市

立教育研究所の設立に、ご尽力いただいた皆様のおかげだと心から感謝いたします。あり

がとうございました。

また、私が研究所へ行くことを両手をあげて賛成をし、快く送り出して下さった校長先

生本当にありがとうございました。

下地街道並木のももたまなが、日増しに黄緑の芽がふえていくことを楽しみながら、研

究所へ通いました。学校現場を離れて自分の仕事を見つめ直す機会が与えられ、とても充

実した研究生活を送ることができました。この研究生活で得た多くのことを、これからの

教員生活にしっかりと生かし、新しい時代を担う、子どもたちのために、頑張って行きた

いと新たな決意をしております。

最後に、第一期生として、充実した研究ができたことに感謝をし、今後は宮古島市立教

育研究所の広告塔として、研究することの大切さ楽しさをアピールして、研究所が益々発

展していくことをお祈りし、私の「研究生活をふりかえって」の思い出のアルバムを閉じ

たいと思います。ありがとうございました。
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